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山口文庫

「神奈川大学が所蔵するジャン＝バティスト・
セーの蔵書に本人自筆の注釈がないか調べて
ほしい」。2015年12月1日、フランス・リヨン
第 2 大学名誉教授ジャン＝ピエール・ポティ
エから問い合わせのメールが神奈川大学に届
いた。18世紀末から19世紀初頭にかけて活躍
したセーは「セーの法則」で知られ、経済学
の歴史上とくに重要な経済学者である。現在、
フランスではセーの全集が刊行中だという。
その編集者のひとりポティエは、フランス国
内外に散逸したセー蔵書の書き込みや注釈を
全集の 1 巻にまとめて出版する準備をしてい
た。
　ポティエがにらんだとおり、神奈川大学に
はセーの孫イポリット・コントの蔵書印が押
された17タイトル36冊もの貴重な書物があっ
た。そこに、セー自身のものと思われる欄外
の書き込みや、はさみ込まれた紙片に書きと
められた注釈がたくさん見つかったのである。

　この歴史的な発見の舞台が「山口文庫」だ
った。一橋大学教授で図書館長も務め、1954
年に神奈川大学教授に就任した山口茂が、生
前に神奈川大学図書館に寄贈した洋書1,316冊
と和書1,078冊からなる蔵書コレクションであ
る。山口は1925年から1927年のあいだヨーロ
ッパに留学していた。おそらく、そのときに
買い込んだ多くの書物のなかにこのセーの蔵
書が含まれていたのだろう。それにしても、
セー自身による書き込みのある書物が、山口
文庫にこれほどたくさん眠っているとは誰が
想像しただろう。
　2017年11月16日、神奈川大学図書館主催の
セミナーにジャン＝ピエール・ポティエを招
き、セー蔵書の歴史的意義を検証する。ジャ
ン＝バティスト・セーの息づかいが聞こえる
書物の200年にわたる不思議な旅の道のりは、
はたして解き明かされるだろうか。

経済学部教授の故山口茂が1966年に寄贈した蔵書コレクション「山口文庫」
50年の時を経てJ.-B. セーの200年前の貴重な書き込みが見つかった

山口文庫には歴史的価値のある貴重
書が多い。

T R E A S U R E  # 1
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世界で最初であること
新たな発見を目指して熾烈な競争を続ける。
それもまた科学者のもう一つの姿である。
横澤はポリマーの研究においてそんな競争の一つを制した。
それは化学のこれまでの常識を覆すものだった。
真理というゴールを目指すレーサーのような姿がそこにはあった。

1957年、千葉県生まれ。1985
年、東京工業大学大学院理工
学研究科博士課程化学工学専
攻中途退学。1987年、工学博
士（東京工業大学）。1988年
東京工業大学資源化学研究所
助手。1991年、神奈川大学工
学部応用化学科（現物質生命
化学科）専任講師を経て現在
教授。研究分野は有機合成化
学、高分子合成化学。

Tsutomu
Yokozawa

横澤 勉教授

工学部
物質生命化学科

高分子合成化学

モノマーとポリマー

「順番は大事なんです。やはり一番じゃない
と」と横澤が言うのは、科学者の栄誉とは第
一に、新たな発見を誰よりも先になした者に
与えられるということだ。そして彼自身がそ
の栄誉に浴した者でもあるからだ。
　横澤が世界で誰よりも早く見つけ出したこ
と、それはポリマー（高分子の有機化合物。
人工のポリマーにはプラスチックや化学繊維
などがある）の新しい作り方である。もう少
し正確に言えば、作りたい分子量のポリマー
を正確に作れるように、分子の結合のしかた
をコントロールする方法を見つけたのだ。
「ポリマーになる小さな分子のことをモノマ
ーと言いますが、このモノマーをたくさんつ
なげて長くする（ポリマーを作る）ことを重
合と言います。このつなげ方（重合）は分子
の種類によって大きく逐次重合と連鎖重合の
二つに分かれます。逐次重合の中の一つに、
モノマーが水やアルコールを外に出すことで
結合してポリマーになっていく重縮合（縮合
重合とも言う）があります。ナイロンやペッ
トボトルのPETなどがそうですね。もう一つ
の連鎖重合は、開始剤という触媒を使うこと
で、モノマーが順番に連結してどんどん長く
なっていって、連鎖反応的に重合を起こすも
のです」
　少し乱暴なたとえになるが、一個のLEGO
ブロックをモノマーとすると、そのブロック
が何千個、何万個とつながったものがポリマ
ーだ。
　さて、重縮合の場合、結合はランダムに起
き、モノマーまかせになる。だから、どのく
らいの大きさのポリマーになるのかを精密に
制御することができず、さまざまな分子量の
不ぞろいなポリマーができてしまう。
　一方、連鎖重合をリビング重合という方法
でおこなうと、開始剤の量によって、決まっ
た分子量のポリマーを作ることができる。つ
まり分子量を自在かつ精密に制御できるのだ。
「問題は、重縮合でつながるタイプの分子に
は、このリビング重合が使えないことなんで
す。教科書にも『重縮合で分子量は制御でき
ない』と書いてある」
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生物の体内でできることを 
フラスコの中ででも

　ところが自然界では異なった。
「タンパク質やDNAは重縮合でできるポリマ
ーなんです。それなのに、きちんと制御され
て長さがそろったものができている。生命に
不可欠なものだから、不ぞろいではいけない
わけです。では、なぜフラスコの中ではでき
ないことが、生物の体の中ではできているの
か ? 　私はこの生物で起きていることをフラ
スコの中でも実現したいと思ったんです」
　それができたなら教科書を書き換えること
になる。それだけに野心的であり、困難であ
り、ある意味では無謀でもあった。だが、横
澤と研究室の学生たちはコツコツと挑戦を続
けた。
「重合して成長する高分子の末端にだけモノ
マーを反応させることができれば、開始剤の
量によって長さのそろった分子を作ることが
できるのはわかっていました。でも、どうや
ってそれを実現できるのか。さまざまなこと
を試しましたが、研究を始めて 7 年ほどは有
意義なデータは何も得られませんでした」
　やがて横澤は、置換基効果というものを利
用した方法を見つける。さっそく、論文にし
て日本で発表した。実際にその方法でポリマ
ーを作ったわけではなく、机上のモデル実験
ではあったが、大きな反響があった。1996年
のことだ。
「その結果、何が起きたかというと、私たち
と似た研究を始めるライバルたちが出現した
わけです。それが私たちをさらに研究に集中
させ、スピードを速めることになりました」

告が届いた。横澤は愕然とする。
「なぜ私たちは負けたのか。その原因は何か。
そして反攻を開始するなら、どこを攻めるべ
きか。ものすごく集中して考え続けました。
それが結果的によかったのかもしれませんね。
その後、大御所が成功したというのは誤報だ
ということがわかりました。私たちのほうが
先頭を走り続けていたんです」

偶然がもたらした奇跡

　ある日、いつものように実験を行い、また
しても失敗だと思ってフラスコの中味を捨て
ようとした学生が、「せっかくだから分子量だ
けでも測っておこう」と測定をした。すると、
いつもは分子量がそろうのが5,000止まりだ
ったのに、なんと分子量が10,000でもきれい
にそろっていたのだ。成功したのだ。重縮合
でリビング重合が起きたのだ。
「ついにやったぞと、みんなで大喜びしまし
た。偶然に手に入れた成功でしたが、なぜう
まくいったのかを理論づけし、必要なデータ
を実験で得て、満を持してアメリカ化学会で
口頭発表しました。ところが、日曜の午後4
時ということもあって人も集まらず、あまり
注目を浴びることができませんでした。『ネイ
チャー』からも論文は蹴られてしまったんで
す」
　横澤の研究の核心がよく理解されなかった
のだ。だが、『米国化学会誌（JACS）』に投稿
すると論文はあっさりと審査をパスした。一
躍世界の目が横澤に注がれ、「衝撃的な内容
だ」との高い評価が飛び交う。ゴールライン
を越えたのだ。2000年のことだった。
　横澤の研究は半導体から化学繊維まで、さ
まざまな新しい素材を作り出す可能性を飛躍
的に高めるものであり、実際に有機ELや太陽
電池などいろいろな分野での応用が始まって
いる。「大学で化学を選んだのは、勉強したこ
とが人々の生活に結びつく学問だと思ったか
らなんです」と横澤は語る。
　子どもの頃は、父親と二人で精密な鉄道模
型を作るのが楽しかったという。横澤の心の
中の少年には、一両の客車がモノマーに、そ
の客車が何両も何両も連結したのがポリマー
に見えているのかもしれない。

世界的な評価を得た、2000年に『米国化学会誌（JACS）』
に掲載された横澤たちの論文。

研究室のホワイトボードには複雑な
化学式などが雑然と書き連ねられて
いる。

20年以上使っているポリマーを精製
する装置。分子量の低いものから高
いものまで分けて分析をすると、反
応の様子が分かってくる。

　1997年 8 月から 1 年にわたる
アメリカでの研究生活の間も、
横澤はファックスと電子メール
を通じて神奈川大学の研究室と
緊密に連絡を取りあい、挑戦が
途切れることはなかった。する
と、ある “大御所” が重縮合で
のリビング重合に成功したとい
う噂が横澤の耳に入る。学生に
報告会に行かせると、どうも事
実らしく、「敗北です」という報
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歴史の大きな節目、
2017年に生きる
数少ないアメリカの対中政策の専門家である佐橋。
いま最もホットなテーマだけに
マスコミからの依頼は引きも切らない。
その佐橋は2017年こそが世界の歴史の
大きな変換点だという。国際政治の研究者として、
歴史家として、2017年のただ中にいること。
それはエキサイティングであり、
かつチャレンジングなことである。

1978年、東京都生まれ。2009年、東京大学大学
院法学政治学研究科博士後期課程修了。博士

（法学）。2009年、東京大学政策ビジョン研究
センター特任助教等を経て、2010年から現職。
専攻は国際政治学、とくにアメリカと東アジア、
アジア太平洋の安全保障秩序と制度、現代日本
外交。著書に『共存の模索　アメリカと「 2 つ
の中国」の冷戦史』（勁草書房）。神奈川大学学
術褒賞、日本台湾学会賞など受賞。

Ryo Sahashi

佐橋 亮准教授

法学部  法律学科

国際政治学

数」が増えれば研究者の分析はより複雑にな
り、チャレンジングなものとなる。一方で、
だからこそ、さまざまな分析・仮説を社会に
提供するという、自分たちのような研究者の
貢献が今は求められていると佐橋は言う。実
際、多くのマスメディアにも佐橋は積極的に
登場し、ロジカルで歯切れのよい分析を語り、
あるいは執筆する。
「講演などでは必ず、トランプ政権の現状に
加えて、過去のアメリカと中国、アジアとの
関係の歴史を説明するんです。なぜなら、過
去に戻るのか、あるいは大きく変わるのか、
対比する “歴史の参照点” がないと理解でき
ないからです。ジャーナリストの仕事は歴史
のファーストドラフトを書くことだとしたら、
学者のそれは歴史の評価をすることです。私
たちはたえず歴史に戻る必要があるし、そこ
から現在との対比をする必要があります。歴
史の底に流れている共通の要素、そこに気づ
くことが大事なのです。きちんとした “歴史
の参照点” を置くことでそれが可能になりま
す。そしてそれが研究者の仕事なのだと思っ
ています」

将来を決めた 
1本の論文との出会い

　佐橋が国際政治学、中でも米中関係の研究
者になろうと心に決めたのは、偶然手にした
1本の論文がきっかけだった。アメリカの研

「変数」が増えた東アジア
「後世の歴史家は2017年のことを、ソ連が崩
壊した1991年、ニューヨーク同時多発テロの
2001年と並ぶような歴史の変換点だったと言
うのではないでしょうか。それほど大きな節
目に今の世界はあると思うのです。こう言う
と語弊があるかもしれませんが、国際政治の
研究家にとっては今は間違いなくとても面白
い時期ですね」
　この10年で世界は一気に流動化したと佐橋
は言う。アジアにおいても中国の台頭と日本
の存在感の低下、トランプ政権誕生によるア
メリカの不確実性、ここに北朝鮮の核ミサイ
ル開発の確実な進展という要素が加わった。
この地域における「変数」が増えたのだ。「変
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研究室は大量の書物や資料で溢れる。
「最近、ようやく仕事と私生活の区
切りがしっかりできるようになりま
した。だから、週末に研究室にいる
ことはほとんどありませんね」

究者が書いたその論文は、中国の核開発をめ
ぐるアメリカの対応について論じていた。修
士課程の1年目、自身の将来のビジョンもま
だ曖昧な頃だった。
「すごく面白い論文だったんです。1964年に
中国は核開発に成功しますが、アメリカはそ
の動きを把握していました。アメリカは中国
にどう対応すべきか。政府内でいろんな議論
がなされました。核施設を攻撃すべきだとか、
それを自国ではなく他国にやらせようとか。
でも、結局、アメリカは決断することができ
ず、黙認するのですね。次に、どうしたかと
いうと、日本や台湾といった同盟国が核を持
たないように動くわけです。そこには戦争は
コストが高いのでできないとか、中国とソ連
との力学でアメリカが動いていることとか、
日本など小さな国の動きは管理すればよいと
いうことが描かれていました。この論文を読
んで、国際政治というのはものすごく面白い
ものなんだと思ったんですね。表の顔、対外
的なものとは無関係の、独自のロジックで動
いている。こんなに面白いのなら、自分でも
論文を書いてみようかなと」
　そして実際、書きあげた修士論文が師の目
に留まり、それを元にした論文で数年後には
学会賞も授与される。「これで研究者としてや
っていけるかな」と自信を得た佐橋青年は、
この時に研究者としての人生を選び取るので
ある。
「英語の先生のバイトを半年してお金を貯め
ては、そのお金でアメリカに 3 週間行ってさ
まざまな調査をしてくる。その繰り返しでし
たね。今の研究室にある洋書の多くは、当時、
本当に爪に火を灯すようにして貯めたお金で
買ったものですね。あの頃は寝ても覚めても
本や論文を読んでばかりいました」

国境を越えて対話することの面白さ

　現在は、大学での講義の合間を縫って内外
で開かれる国際会議や研究会に出席したり、
アメリカだけでなく中国や東南アジア、欧州
を駆け巡り意見交換をするなど、多忙な日々
をすごす。
「現実が常に動いていますし、また、国ごと
に得ている情報も異なります。情報を広く集

めていかないと、今起きていることがわかり
ません。ですから、外へ出て行かざるを得な
いのですね」
　一方で、貴重な歴史資料である私文書や公
文書、過去の新聞を綿密に調査するなど、研
究室にこもりきりのこともある。とにかく扱
わなくてはいけない情報が膨大だ。その大量
の情報をどう正確に理解するかが大切だと佐
橋は語る。
「この仕事をしていて面白いのは、国境を越
えていろいろな人たちと国際政治についての
解釈のやりとりができることですね。タイ、
シンガポール、インドネシア、アメリカ、オ
ーストラリア、ドイツ、ロシア……。それぞ
れの国の独自の見方や情報をもとに知的な会
話ができることが本当に面白く、楽しいです
し、研究者として鍛えられます」
　佐橋のように、アメリカの対中国政策、言
いかえればアメリカが中国をどう見てきたの
かを研究する専門家は日本にはほとんどいな
かったし、現在でもごく少数だと言う。
「アメリカは過去70年間、中国とどう向き合
ってきたのか、そしてこれからはどう向き合
っていこうとしているのか。この研究は、ご
く限られた仲間とおこなっている、いわば孤
独な作業のようなものですね。でも、ここが
わからないと国際政治はわからない。アジア
は米中で決まる。アメリカ主導になるのか、
中国主導になるのか。米中が協調するのか、
対決するのか。それによって、アジアの命運
が決します。どんな可能性があるのか。そし
て、それぞれの状況になったときに、人々に
とって最も大きな利益となるのはどれか。そ
れを考えるための材料を提供することが私の
仕事だと思っています」
　最近の息抜きはワインを楽しむこと。とは
いえ、高級ワインではなく、安くて美味しい
コストパフォーマンスに優れたワインを探す
のが面白いというのだ。いま一番好きなワイ
ンはカリフォルニアのもの。ちなみに今まで
飲んだワインで最も美味だったのは、ロシア
に侵攻される前年にジョージア大使が彼にふ
るまってくれたものだという。それが佐橋に
とってのワインの “歴史の参照点”。根っか
らのコスモポリタンなのである。

大学院生のころ、来日したキッシン
ジャー博士に随行してさまざまな調
査の手伝いをしたことがある。飾ら
れている写真はそのときのもの。キ
ッシンジャー博士はニクソン大統領
時代の大統領補佐官、のちの国務長
官で、アメリカの対中接近の立役者
だった。

多くがアルバイトをして買いためた
という洋書たちの前に飾られている
ボブルヘッド人形。左から、孫文、
蒋介石、毛沢東、鄧小平。
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人々の幸せに
目を向ける経済学を
無秩序なグローバル化がもたらした
2008年の世界金融危機。
その後遺症に苦しむ中、
各国で台頭するナショナリズム。
格差が拡大し、貧困問題が深刻化する社会で
経済学は正しい処方箋を
示せるのだろうかと奥山は自問する。
経済学は人々に
幸せをもたらすためにあるはずだと。

1980年、宮城県仙台市生まれ。
2008年東北大学大学院経済学
研究科博士後期課程修了。博
士（経済学）。2008年東京国
際大学経済学部専任講師を経
て、2011年より神奈川大学経
済学部助教。

Satoko Okuyama

奥山 聡子助教

経済学部
現代ビジネス学科

国際経済学

岐路に立つ近代経済学

　父も母も兄も奥山自身も、家族全員が東北
大学の経済学部出身であり、父は研究者とし
て現役で仕事を続けている。「家業を継いだ
ような感じですね」と奥山は笑う。マルクス
経済学者である父からの影響を多分に受けた
とも奥山は語る。
「わたしは近代経済学を学んできたので父と
は問題に対する分析の仕方が異なります。近
代経済学は、判断基準として効率性を重視し
ます。なので、格差や貧困の問題を扱うのが
そもそも苦手です。けれども、“人々の幸せ
って何だろう ? 　平等って何だろう ? ” とい
う問題意識を持つことの大切さを父からは教
わりました。このところ、ヨーロッパではト
マ・ピケティが格差社会に警鐘を鳴らすなど、
経済の効率性を求めるだけでなく、人々の幸

せや社会問題に少しずつ目を向け始めようと
しています。今のそんな風潮はとてもよいこ
とだと思っています」
　近代経済学は現在、岐路に立っていると奥
山は言う。「2008年に起きた世界金融危機は、
近代経済学に非常に大きな衝撃を与えました。
それ以前の近代経済学では、自由化とグロー
バル化を進めることで経済が豊かになると言
われていました。金融危機が起きるのは、ほ
とんどが新興国や発展途上国で、そうした国
では自由化やグローバル化をすればよいと考
えられていたのです。ところが、2008年の
世界金融危機では、危機の震源国が、自由化
でもグローバル化でも最先端を行くアメリカ
だったのです。その後の社会は混沌を極め、
先進国では、弱体化した経済を支えるために、
中央銀行や政府系金融機関が株式・債券市場
に介入して大量の株や債券を購入しています。
これは近代経済学が前提とする完全競争市場
とはかけ離れた状態です。近代経済学は、自
分たちが前提とする世界が崩れ、行き先を見
失っているのです」

通貨危機・金融危機は予測可能?

　そんな奥山の現今のテーマが「通貨危機、
金融危機はどこまで予測可能か」というもの。
「危機が起こればパニックはだれにも止めら
れません。またその後の金融政策で一時的に
落ち着きを取り戻したとしても、出口戦略が
困難を極めるでしょう。では、危機が発生し
ないように、前段階で警鐘を鳴らして食い止
めることはできないのか ? 　そういう問題意
識を持って研究をしています。気象予報なら
ぬ、経済予報ですね。でも、物理の法則に従
って動く気象と違い、経済では人々の思惑が
重なり合い、相互に影響し合います。それが
予測を非常に困難なものにするのです。たと
えば、予測の精度が上がれば上がるほど、『日
本経済はしばらく晴天が続くでしょう』とい
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奥山がいま一番おすすめの本が
『世界デフレは三度来る（上・
下）』。19世紀後半から現代ま
での経済政策の歴史を描くノン
フィクション。奥山自身、二度
も読み返したという。

研究室でパソコンに向かう。

う予報を出すと、日本に資金がワーっと集ま
ってきて、それが日本の経済を逆に不安定に
してしまう、というジレンマが起こりうるの
です。そうした人々の行動も経済モデルに取
り入れながら、長期的には、通貨危機や金融
危機が起きないような通貨・金融システムを
見出すことができたならと思っています」
　現在の金融市場は、世界金融危機の際に各
国が実行した政策により、これまで誰も経験
したことのない状況に置かれているという。
「2008年の世界金融危機は、金融テクノロジ
ーを駆使する金融の専門家たちが引き起こし
た大混乱で、資本主義による失敗の好例です。
しかし、危機への対処政策の技術的発達から、
1929年の大恐慌のような大量失業や賃金の大
幅な低下などは起きませんでした。日本でも、
これまでにない金融政策として、日銀が国債
を大量に購入したり、株式を購入したりして、
市場に大量の資金を注入しています。ただし、
その副作用が今後どのような結果をもたらす
のか、実はまだ誰も予測できないのです」
　1929年の大恐慌は世界を行き着くところま
で追い込み、第二次世界大戦という破局をも
たらした。2008年の世界金融危機では非伝統
的金融政策によって破局は免れ、表面的には

今後、どこで暴走し、危機を引き起こすかわ
かりません。また、日銀が購入した株式や債
券を再び手放すとき、株価は必ず下がります。
そうした政策を日銀が実行できるのか、でき
ないとすれば、どうやって市場を正常化する
のか。日銀が日本の主要企業の筆頭株主にな
っている現状は、もはやこれまでの経済理論
が想定してきた市場経済ではありません」

経済学の目指すべき道

　企業活動の自由と市場原理を最大限に推し
進めようとする新自由主義に対しても、奥山
はこんなふうに疑問を呈する。
「新自由主義は社会の格差を拡大しました。
その結果、日本では以前にはあった大きな中
間層というものがしぼんでいき、非正規労働
者の増加や子どもの高い貧困率など、格差・
貧困問題がクローズアップされるようになり
ました。世界でも、格差の拡大により国家が
分断され、ナショナリズムが台頭してきてい
ます。昨年のアメリカ大統領選挙やイギリス
のEU離脱がそれを象徴しています。そうい
う状況が望ましいものとは思えません」
　現在の金融システムはバランスを欠き、一
部の人だけがお金がもうかる仕組みになって
いるという批判もある。このシステムははた
して正しいのか ? 　そういった資本主義それ
自体への疑問を提起し、解決していくべきで
はないかとも奥山は言う。
　混沌として予断を許さない世界の今を見つ
めつつ、奥山は金融システムだけでなく、経
済学それ自体の変革の必要性を思う。
「よく、経済学者は内科医に似ていると言わ
れます。内科医は患者の身体のデータや背景
から患者の状態を判断し、処方箋を出します。
そのためには身体の仕組みをよくわかってい
ないといけません。同様に経済学者が処方箋
を出すには、データだけではダメで、経済の
仕組みを理解していないといけない。でも、
その理解のしかたが今のままでいいのだろう
か ? 　正しい処方箋を出すには、もっと異な
る理解のしかた、アプローチのしかたがある
のではないか ? 　そんなふうに思うのです」
　経済学の中心に人間の幸せを据えること。
奥山の姿勢はその一点では揺らがない。

安定しているかに見えるが、
逆に何らかの大異変が勃発
する可能性を孕んでしまっ
たのではないか。奥山はそ
んな危機感を抱いていると
いう。
「各国の中央銀行が市場に
流したお金が、グローバル
化した金融市場を駆け巡っ
ています。これらの資金が
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ラフとは頂点と辺からなる図のことだ。たと
えば三角形は 3 つの頂点を辺で結んだ「グラ
フ」であり、「K3」と表現される。そんなふ
うに、グラフ理論とは、複数の頂点の結び方
を探るための理論であり、身近なところでは
電車の乗換案内アプリで最短経路の探索など
に使われたりしている。
「グラフ理論は数学と情報科学の境界にある
分野で、私はスパコン（スーパーコンピュー
タ）のプロセッサのネットワークにおける経
路探索問題を主に研究しています。スパコン
ではプロセッサが数百万個もあり、それらを
どう結ぶかがたいへん重要なんです。効率よ
くプロセッサが結ばれていないと、プロセッ
サ間のデータ通信速度がボトルネックになっ
て性能が大きく低下してしまうんですね。最
も効率よくプロセッサ間を結ぶための経路探
索のアルゴリズムを考えること、それが私の
研究の一つなんです」

漢字のオントロジー

　それにしても、なぜボサールは研究の場と
して日本を選んだのか。
「私はノルマンディーで生まれ育ったのです
が、 8 歳の時から町のクラブで柔道を習って

数学と哲学は姉妹

　デカルトやパスカルを生んだ国らしく、母
国フランスでは高校 3 年の時に理系であって
も哲学の授業があるという。ボサールはこの
哲学の授業に少なからぬ影響を受けたという。
「私が思うに、数学は哲学の技術面ではない
でしょうか。関数や演算という道具を使って
する哲学なのかもしれません。『数学と哲学
は姉妹』とも言いますから」
　大学 1 年の時には、ある数学の教授との出
会いがあった。
「日本でもそうだと思いますが、高校の時は
定理や定義の意味を深く考えずにただ試験問
題を解くために勉強します。でも、この教授
は、関数とは何か ? 　極限とは何か ? 　微分
とは何か ? 　その本質的な意味を真剣に説明
してくれたんです。数学の授業で感動するな
んて初めてでした」
　ここでも数学の哲学的側面にボサールは心
をときめかすのだ。専門を情報科学・計算機
科学に定めたのも、そのせいかもしれない。
　ボサールの専門はグラフ理論である。グラ
フというと円グラフや棒グラフなどの図表を
思い浮かべるかもしれないが、ここでいうグ

F E A T U R E

デカルトの国から
墨絵の国へ
情報科学の最先端の研究に従事するとともに
グラフ理論を応用してさまざまな漢字をネットワーク化した
文字体系の研究でも注目を浴びるボサール。
そこにはフランスと日本、二つの国の差異を力に変え、
常に「壁の外に出て思考」しようとするボサールがいる。

1984年、ノルマンディー（フ
ランス）生まれ。カーン・バ
ス-ノルマンディー大学で数
理情報学を専攻。2007年、来
日。2011年、 東京農工大学 
大学院生物システム応用科学
府特任助教。2012年、産業技
術大学院大学情報アーキテク
チャ専攻助教。2015年より神
奈川大学理学部情報科学科助
教を経て現在、准教授。

Antoine Bossard

ボサール・
アントワーヌ准教授

理学部  情報科学科

グラフ理論



いました。そのせいで日本の文化に興味がわ
いて、図書館で日本の歴史の本などを読んだ
り、水墨画の画集を眺めたりしていました。
ティーンエイジャーになってからも黒澤明や
北野武の映画やジブリのアニメを見たりと、
ますます日本への関心が高まっていったんで
すね」
　大学に入ってからは独学で日本語の勉強も
始めた。文字に興味があり、ひらがなとカタ
カナの表を作って、授業中にこっそり覚えた
りしていたという。
「大学で日本人の留学生と知り合いになり、
私がフランス語を彼女に教えるかわりに、彼
女が私に日本語を教えてくれることになりま
した。その留学生というのが、今の妻です」
とボサールは照れくさそうに笑顔を浮かべた。
　やがて大学院博士後期課程に、ボサールは
ついに日本にやって来るのである。
　彼が追求しているもう一つの研究テーマは、
そんな日本語の勉強を通じて親しんだ、東ア
ジアの共通文字である漢字である。
「漢字の文字体系を科学的、論理的観点から
分析するという研究です。ここでもグラフ理
論を用いて漢字一つをグラフの頂点として考
え、複数の漢字がどのようなネットワークを
築いているのか、その間の関係を探るのです」
　わかりやすい例をあげるなら、「榎」と「夏」
という漢字の関係をグラフ理論の式で表せば
次のようになる。
　d（木,Ø）＋d（夏,夏）＝1
　これは二つの漢字の間の「距離（distance）」
を表現している。こんなふうに文字と文字の
関係を数学的言語を使って多角的に表現し、
部首などを頂点にしてネットワーク化する。
そのことで、漢字の持つ音、意味、形だけで
なく、私たちの意識に上がってこなかったさ
まざまな文字間の関係が見えてくるのではな
いだろうかということなのだ。
「この研究では、文字のオントロジー（概念
体系）を見ようとしているのです。漢字とは
何か。どんな特徴があるのか。それを文字と
文字との関係から見出していくのですね」

私にとっての幸せとは

　この文字体系の研究は、外国人にとって効

率的でわかりやすい漢字の学習法を考えたり、
あるいは部首キーボードのような漢字の新し
い入力方法を作るといった実用面での応用も
期待されるとボサールは言う。また、AIが漢
字を扱う際にもきわめて有益な理論となるの
ではないだろうか。
「私の経験から、日本や中国のような漢字文
化圏では、漢字を深く理解しないと何もでき
ないという面があります。でも、外国人にと
っては漢字を一つ一つ覚えていくのはとても
たいへんです。だからこそ、漢字を覚える前
に、漢字体系の特徴を知り、漢字への理解を
深めたいと思うのです」
　この研究の対象は、将来的には漢字に限ら
ず、エジプトのヒエログリフなどといった他
言語の文字にも広げたいとボサールは考えて
いる。
「学生によく言うのですが、壁を越えて考え
ることが大事だと思います。それは観点を変
え、思考のルールを変えることです。そして
壁を越え、壁の外に出たときに、大きな視野
が広がってくるんです。漢字の研究もそうで
すね。漢字自体が壁です。たとえば、日本人
は常に漢字を使っているので、この壁の外が
見えません。その壁を科学的観点から越えて
いくことで、新たな漢字の姿が現れてくるの
ではないかと思うのです」
　日本で暮らし始めて2017年で10年になる。
昨年生まれた男の子も1歳になった。「幸せと
は?」という質問にボサールはこう答えてく
れた。
「妻と息子をはじめ、愛する人と一緒に時間
を過ごすことが、私にとっての幸せですね」

複数のプロセッサの効率的な結び方
として、共同研究者と一緒に提案し
た相互結合網（interconnection 
network）の位相（トポロジー）。

左／漢字体系の研究から考え出され
た部首入力キーボードのアイデア。
右／漢字体系研究のノート。漢字の
構成の定義についてのアイデアがフ
ランス語で書かれている。

漢字体系の研究では、18世紀の清の
時代に刊行された中国の漢字辞典『康
熙字典』など、多くの貴重な書物や
文献も入手した。
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最新かつ多彩な設備が充実 言語研究センター
最新鋭の設備を備えたCALL/LL教室から学術誌の刊行まで、神大の外国語研究を力強く支える“エンジン”がここにある。

「言語研究センターでは先生たちの共同研究
を支援するだけでなく、学生たちの外国語学
習のサポートも行っています。一昨年、新し
く設置した語学視聴覚室は、10席のブースで
多くのDVDやブルーレイを自由に試聴できる
ので学生に大人気。常に満席です」と語るの
は所長の岩畑貴弘教授（外国語学部）。講師
と学生がコンピュータ・ネットワークを介し
てコミュニケーションできるなど、最新の設

備を誇るCALL/LL教室が10教室も設置されて
いるのは、岩畑所長曰く「他大学がうらやま
しがるほどの規模」である。また、映像や音
声の撮影・加工ができる視聴覚スタジオには
専属スタッフが常駐し、音声研究からリスニ
ング試験問題の作成まで、幅広く利用されて
いる。言語・言語教育などの研究の支援にお
いても、共同研究に対して予算配分をし、言
語研究関連のニューズレターや学術誌『神奈
川大学言語研究』の発行などを行う。
「加えて、2010年から毎年、『神奈川大学言
語学研究叢書』として、神大の先生の研究成
果を書籍化して刊行、市販しているんです。
2017年は9・10号と2 冊を発行する予定です」

（岩畑所長）
　言語研究センターの書庫には 1 万冊以上の
和洋の専門書が保管されているという。
「神大の外国語学部は質的にも規模的にも他
大学を凌駕していると思っています。言語研
究センターの利用を通じてそのことを実感し
てもらえれば嬉しいです」（岩畑所長）

1.最新鋭の設備が充実のCALL/LL教室に立つ
岩畑所長。2.いつも学生で満席。大人気の語
学視聴覚室。3.言語研究センターが刊行して
いる学術誌『神奈川大学言語研究』と『神奈
川大学言語学研究叢書』。

専属スタッフが常駐す
る視聴覚スタジオ。
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　エビやカニなどの甲殻類は、生きている途
中で時に性が変わることがある。雄に生まれ
たのに途中で雌になったり、雌に生まれたの
に雄になったりする不思議な性質があるのだ。
この謎を解き明かし、一躍注目を浴びている
のが、甲高のこの発見だった。
「カニ類では見つかっていたのですが、エビ
類では見つかっていなかった雌性ホルモンと
いうものを、クルマエビから見つけることに
成功したんです。雌性ホルモンというのは甲
殻類の性の決定に重要な役割を果たすホルモ
ンなんです」
　クルマエビの目を切ると、卵巣が成熟する。
だから、目の中に雌性ホルモンを作る器官が
あることはわかっていた。だが、これまでど
んなに探してもこのホルモンを検出すること
ができなかった。甲高は来る日も来る日も顕
微鏡下で、サイナス腺というホルモンの貯蔵
器官からサンプルを取り出しては、そのタン
パク質を調べ続けた。その苦労が報われたの
である。

1987年、福島県いわき市生まれ。
2010年神奈川大学理学部卒業。

Sayaka Kotaka

A  N E W  H O P E

甲殻類の性の謎に迫る大発見をした
女子大学院生がここにいた
博士課程の女子大学院生が発見した一つの分子。
それは甲殻類の性の決定の謎を
解き明かす切り札かもしれない。
いったい彼女が見つけたものとは ?

注目の若手研究者 
甲高 彩華
博士後期課程3年
理学研究科
生物科学専攻

（笑）。できれば研究者の道を歩んでいたいで
すね」
　遺伝子のデータベースに登録されたクルマ
エビの雌性ホルモンの項には、発見者として
甲高の名前が刻まれている。研究者としての
勲章である。

「見つけたときは、嬉しかったで
す。これで自分の研究がこれから
いっぱいできるぞと思いました。
研究成果をポーランドで開かれた
国際会議で発表したのですが、乏
しい語学力を総動員して一生懸命
しゃべりました（笑）」
　雌雄が分かれる前の稚エビに雌
性ホルモンを注射してその働きを
調べ、雌性ホルモンの謎をより深
く解明することが今後の課題だと
いう。
「研究室にいるのが楽しいので、
夜遅くまで研究するのも平気です

注射実験に使うクルマエビの稚
エビ（写真上）。顕微鏡下で稚
エビに雌性ホルモンを注射する
甲高さん（写真下）。
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1947年、浜松市生まれ。1970年、名
古屋工業大学建築学科卒業。1973年
から11年間スペインに留学し、マド
リード工科大学建築学部でスペイン
建築史を専攻。2000年4 月、神奈川
大学経営学部教授。現在神奈川大学
名誉教授。世界ガウディ会議（バル
セロナ Gaudí World Congress, Bar-
celona）諮問委員会委員。『ガウディ
の建築』『建築家ガウディ─その歴史
的世界と作品』『ガウディ建築のルー
ツ』『建築家ガウディ全語録』 など著
書多数。

Tokutoshi Torii

鳥居 徳敏
名誉教授
スペイン建築史

I N T E R V I E W  :  A R C H I T E C T U R E  I N S I G H T S

ガウディと
ともに生きる
建築家アントニオ・ガウディの
母国スペインで若くして認められた鳥居。
今やガウディ研究の権威として
その名を世界に知られる。
だが、もともとガウディに特別な感情はなく、
むしろ拒絶していたという。
名古屋、東京、マドリード、バルセロナ……。
ガウディとの不意の邂逅に始まる
時間の旅をひもとく。

サグラダ・ファミリアの塔群造形に
インスピレーションを与えたと鳥居
が考えるエジプトの鳩小屋群。

動かされ、わずか一夜で決断したものだった。
その人物とは、哲人建築家として知られた伝
説的人物、白井晟一（1905〜1983年）である。

白井晟一との出会い

　大学卒業後の進路に悩んだ鳥居青年は、白
井晟一の弟子になろうと考える。上京して白
井を訪ね、不在を告げられてもなお玄関前で
深夜まで居座るなどするが面会は叶わず。だ
が、その後に送った手紙に「いつでもよいか
ら拙宅に立ち寄るように」との思わぬ返事が。
再び上京、宵っ張りの白井との面接は夜の11
時から始まった。しかし、白井はのっけから

「いまは仕事もないから弟子も必要ない」と
言う。鳥居はそのときのことをこう語る。
「すると『その若さで建築を志すのなら、外
に出て遊んできたらどうだ』と言うんです。
白井先生自身が若い頃にドイツに遊学してい
たからか、留学を強く勧める。スペイン語を
少し習ったことがあると口を滑らすと、それ
ならスペインに行けと」
　白井宅を辞すも新宿駅で終電を逃し、オー
ルナイトの映画館に入った鳥居青年。銀幕を
ぼんやりと眺めつつ、白井先生の言葉を反芻

「なにこれ?　理解不能」
　着工から 1 世紀と35年が過ぎてもなお未完
のまま、スペインはバルセロナにて建築が続
くサグラダ・ファミリア。その神秘的な偉容
は、雑誌やテレビでだれもが一度は目にした
ことがあるだろう。世界遺産にも登録されて
いるこの巨大な教会堂を設計した建築家がア
ントニオ・ガウディ（1852〜1926年）である。
没後91年にもなるが、おそらく世界で最も名
の知られた建築家ではないだろうか。鳥居は
そのガウディ研究の世界的第一人者である。
1982年のサグラダ・ファミリア着工百周年記
念講演会のスピーカーとして、世界のガウデ
ィ研究者 5 人のうちの一人に選ばれたほどだ。
当時まだ30代の、はるか極東からやってきた
研究者だというのに。
　そんな鳥居だが、初めてガウディの建築を
書物で見たときには「なにこれ ? 理解不能。
そう思って拒否反応を起こした」（鳥居）の
だという。名古屋工業大学建築学科で学んで
いた頃だ。だから後に留学先にスペインを選
んだのもガウディが目的なのではない。さら
に言うならば、留学自体もある人物の助言に
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スペイン学術院から発刊された鳥居
の著書『El mundo enigmático de 
Gaudí（ガウディの謎に満ちた世界）』。
出版は白井晟一逝去後、一週間のこ
とであった。

ガウディ作品に登場する洞くつを思わせる造形が、当
時の雑誌に掲載された洞くつの記事やワーグナーのオ
ペラの舞台装置などから、あの時代共通の造形言語で
はないかと鳥居は『El mundo enigmático de Gaudí』
のページを開いて説明する。

バルセロナに建つカサ・バトリョ。
鳥居に衝撃を与えた最初のガウディ
作品である。

する。始発が動き出す頃には「行くしかない」
と心が決まった。1969年の秋、22歳だった。
　卒業後、東京に引っ越した鳥居青年は、ス
ペイン語を勉強すべく新聞配達や小学校の警
備などをして働き、同時に留学用の蓄えにも
努めた。そして 4 年後の1973年夏。鳥居は勇
躍スペインへと旅立つのである。

バルセロナの地下鉄を降りたら…

　マドリード工科大学建築学部でスペイン建
築史を専攻するも、「いったい俺はここに何の
ためにいるんだ ? 」と幾度も不安にかられた。
「白井さんに手紙を書いて迷いを告げたら、
3カ月後に届いた返事にこう書いてありまし
た。『それは “なぜ生きているのか” というの
と同じ疑問だ。答えは身を粉にして生きるこ
とによってしか得られない』と」
　留学生活にも慣れた翌春、“理解不能” だっ
たガウディの建築と、鳥居は思いがけない巡
り会いをする。 1 週間の休暇に鳥居はバルセ
ロナを訪れた。中世ゴシック建築の調査が目
的だった。地下鉄を降り、地上に出た時だっ
た。鳥居は驚いた。目の前にガウディの傑作、
カサ・バトリョがそびえていたのだ。
「文字通り、しびれてしまいました。本当に
体がピクピクしてどうしようもなかった。ガ
ウディの建築は写真や絵といった平面に置き
かえることができないんですね。実際にその
場所に行って空間性を感じないことには理解
できない」
　衝撃を受けた鳥居は予定を変え、カサ・ミ
ラ、グエル公園など、ガウディの作品を巡り
歩いた。マドリードに戻ってからも、スペイ
ン建築史の研究の傍ら、鳥居はガウディの書
籍や資料を渉猟し続ける。そして留学 5 年目。
鳥居は意を決し、ガウディの論文に取りかか
る。 1 年かけてスペイン語で書きあげたその
論文はA4用紙で600枚もの大部になった。教
授に相談すると、その独創性ゆえに、はしな
くも出版化へと話が進む。最終的にこの論文
は、 5 年の編集・校正作業を経て、1983年、
スペイン学術院から国費によって刊行される
のである。書名は『El mundo enigmático de 
Gaudí（ガウディの謎に満ちた世界）』。2巻
の大著だった。鳥居、36歳のときである。

一歩先がわからない生き方を

　現在、バルセロナに本部を置く世界ガウデ
ィ会議の諮問委員会委員を務める鳥居。自ら
の研究姿勢を「いわばガウディになりきって
創作者の立場で研究すること」と語る。ガウ
ディの独特で不思議な造形、そのインスピレ
ーションの淵源を、ガウディの生きた時代ば
かりでなく、はるか古代にまで鳥居はタイム
ワープし、ガウディの目と耳と皮膚を通して
知ろうとする。
「たとえば私が不思議だと思ったものの一つ
に、サグラダ・ファミリアの塔群造形があり
ました。調べていくと、アリ・ベイというア
ラブ名で19世紀初頭に北アフリカから中近東
を旅行したバルセロナ出身の政府密使の本に、
エジプトの鳩小屋群の図版を見つけ、これが
ガウディの塔群造形に影響を与えたに違いな
いと直感しました。さらに、当時アリ・ベイ
を研究していたカイロ在住のスペイン人外交
官がガウディの幼なじみだったり、アリ・ベ
イの肖像画を描いた画家が友人だったりなど、
ガウディとアリ・ベイとの接点が見つかって
きました。鳩は平和の使者ですし、精霊の象
徴でもありますから、古代から鳩小屋は神の
家である教会堂と関連づけられてもいました」
　そんなふうに、ガウディを突き動かしたイ
メージの源を時空を越えて鳥居は探し求める。
ガウディの “霊感の地図” と言うべきものを、
説得力ある史実とともに描き出すのだ。それ
ゆえか、スペインでの最初の出版の時、西洋
の直線的な時間感覚と異なり、
鳥居のそれは時間を塊と捉える
東洋的なものだと評されたとい
う。
　若者へのメッセージを求める
と、鳥居はこう語った。
「人生を楽しくする方法は、一
歩先がわからない生き方をする
こと。わからないからこそエネ
ルギーが出る」
　一夜でスペイン留学を決断し、
かつては理解不能と拒否したガ
ウディを生涯のテーマとした鳥
居ならではの言葉である。



表紙について
　横澤勉教授率いる研究チームによる
世界を驚かせた発見は、この実験室か
ら生まれた。門外漢にはその用途がま
ったくわからないガラスや金属の器具
類や、メーターやスイッチがズラリと
並んだ一群の機械や、近よりがたい
毒々しさを放つ薬品類や、とにかく数
え切れないほどの道具が雑然と並ぶ。
あたかも現代の錬金術師たちの秘密の
聖堂のようである。この部屋で、物質
の謎は長い時間をかけて粛々と解明さ
れていく。そう思うと、ここには沈黙
と節制がふさわしい気がするが、実際
は若者たちの笑い声が楽しそうに響き
わたる。科学とは、彼らにとっては間
違いなく人生を賭けるに値する愉楽な
のだ。

編集発行／
神奈川大学研究支援部、広報部、学長室

CD／黒澤加奈子（図書印刷）
AD／細山田光宣（細山田デザイン）
D／川口匠（細山田デザイン）
TEXT／太田穣
PH／岡村隆広
PD／山宮伸之、長濱紀子（図書印刷）

問い合わせ先
045-481-5661（代）
proud-blue@kanagawa-u.ac.jp
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